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美
術
の
世
界
に
転
身
し
た
の
は
、
33
歳
の
と
き
で
し
た
。

同
じ
業
界
の
若
い
方
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
前
に
プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
10
年
間
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。
高
校
を
卒
業
後
、大
毎
オ
リ
オ
ン
ズ（
現
・

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
）
に
入
団
。
そ
の
後
、
野
村
克

也
監
督
に
誘
わ
れ
ト
レ
ー
ド
で
南
海
ホ
ー
ク
ス
に
い
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
大
沢
啓
二
監
督
（
親
分
）
と
と
も
に
、

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で
コ
ー
チ
と
し
て
活
動
し
ま
し

た
。
大
沢
監
督
の
教
え
は
、〈
最
後
の
最
後
ま
で
決
し
て
諦

め
な
い
〉
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
勝
利
の
喜
び
や

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
絆
、そ
し
て
何
よ
り
も
目
標
に
向
か
っ

だ
の
は
、
文
化
や
芸
術
に
は
人
の
心
を
豊
か
に
す
る
力
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
に
は
、
何
百
年
、
何
千
年

も
の
間
、
こ
の
国
の
風
土
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
独
自
の

文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
決
し
て
失
っ
て
は
い
け
な
い
、

永
遠
に
受
け
継
ぐ
べ
き
宝
物
で
す
。
そ
し
て
、
芸
術
に
国

境
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
語
や
民
族
、
歴
史
が
異
な
っ
て
も
、

芸
術
に
は
人
と
人
、
心
と
心
を
結
ぶ
力
が
あ
り
ま
す
。
美

術
品
は
単
な
る
「
も
の
」
で
は
な
く
、
人
類
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
財
産
な
の
で
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
当
店
は
今
年
、
95
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
長
い
歩
み
の
中
で
、
私
た
ち
は
多

く
の
作
家
や
お
客
様
に
支
え
ら
れ
、
数
々
の
貴
重
な
出
会

い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
美
術
の
魅
力
を

広
く
伝
え
、
文
化
を
次
の
世
代
へ
つ
な
げ
る
こ
と
を
使
命

と
し
、
日
々
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
作
家
ま
わ
り
を
し
ろ
」
と
言
い
、
奥
村
土
牛
先
生
や
片

岡
球
子
先
生
、
奥
田
元
宋
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
作
家

の
も
と
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特

に
印
象
深
か
っ
た
の
は
平
山
郁
夫
先
生
で
す
。
先
生
と
は

ワ
シ
ン
ト
ン
や
中
国
、
韓
国
、
パ
リ
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス

の
ラ
ス
コ
ー
洞
窟
に
も
ご
一
緒
し
、
作
品
や
歴
史
、
文
化

の
奥
深
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
美
術
館
や
画
廊
に
行
っ
て
色
々
な
作
品
を
見
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
そ
し
て
自
分
で
感
じ
た
こ
と
を
言
葉
で
説
明

で
き
る
よ
う
に
訓
練
す
る
こ
と
、
こ
う
し
た
表
現
力
が
な
け

れ
ば
美
術
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
心
象
風
景
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ

れ
た
風
景
画
に
は
画
家
の
心
象
が
表
現
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ

に
見
る
人
の
心
象
が
共
鳴
す
る
ん
で
す
。
こ
う
し
た
経
験

は
、
単
に
美
術
の
知
識
を
得
る
以
上
に
、
人
間
と
し
て
の
感

性
や
視
野
を
大
き
く
広
げ
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
作
家
た
ち
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
私
が
学
ん

て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

　
写
真
は
１
９
７
０
年
頃
、
ハ
ワ
イ
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
と
オ
ー
プ
ン
戦
を
行
っ
た
と
き
の
も

の
で
す
。
向
か
っ
て
右
は
「
史
上
最
高
の
中
堅
手
」
と
称

さ
れ
た
ウ
ィ
リ
ー
・
メ
イ
ズ
、
左
は
一
塁
手
の
ウ
ィ
リ
ー
・

マ
ッ
コ
ビ
ー
で
、
当
時
二
人
の
強
打
者
は
「M

M
砲
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
中
央
に
い
る
の
が
私
で
、
27
歳
く

ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
の
頃
の
思
い
出
は
今
で
も

鮮
や
か
に
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
１
９
８
１
年
に
夏
目
美
術
店
に
入
社
す
る
と
、

二
代
目
・
夏
目
四
郎
は
「
交
換
会
に
出
る
よ
り
も
、
ま
ず

1970年頃。ハワイで行われたサンフランシスコ・ジャイアンツと
ロッテのオープン戦にて（中央が進氏）

なつめ・すすむ　
1943年群馬県生まれ。富岡高校卒業後、大毎オリオン
ズへ入団。およそ10年間、捕手として活躍。引退後、日
本ハムファイターズでコーチを務める。81年夏目美術店
入社。先代との二人三脚で夏目美術店を大きく発展させ
る。2006年代表取締役就任。麴町古物商防犯協力会会
長、一般社団法人全国美術商連合会副会長、日本ハムファ
イターズOB会副会長などを歴任。

撮影：安達康介

夏目進（靖雅堂 夏目美術店 代表取締役社長）

かけがえのない財産を未来へ──

靖雅堂 夏目美術店
創業95周年記念

次なる100年をめざして
特別リレー・インタビュー

1
9
3
0
年 

夏
目
勝
に
よ
り
創
業

1
9
3
7
年 

美
術
品
交
換
会
「
千
束
会
」
を
創
設

 

盧
溝
橋
事
件
勃
発
、
日
中
戦
争
始
ま
る

 

同
開
戦
に
よ
り
戦
時
特
別
税
と
し
て
書
画

 

骨
董
等
に
物
品
税
が
課
さ
れ
る

1
9
3
8
年 

国
家
総
動
員
法
発
令
も
美
術
分
野
の
国
家

 

管
理
の
促
進
が
進
む

1
9
4
1
年 

太
平
洋
戦
争
開
戦

1
9
4
2
年 

戦
争
で
中
断
し
て
い
た
「
千
束
会
」を
上
野 

 
公
園
内
の
貸
席
「
花
山
亭
」
で
再
開

靖
雅
堂
夏
目
美
術
店
と
日
本
の
美
術
市
場

1
9
4
3
年 

日
本
美
術
報
国
会
創
設
（
会
長
・
横
山
大
観
）

 

日
本
美
術
及
び
工
芸
統
制
協
会
設
置

1
9
4
5
年 

日
本
敗
戦

1
9
4
6
年 

東
京
美
術
倶
楽
部
に
加
入

 

美
術
品
を
含
む
す
べ
て
の
資
産
に
財
産
税

 

が
課
さ
れ
る

1
9
4
8
年 

（
有
）
夏
目
商
店
設
立

1
9
5
1
年 

五
都
連
合
日
本
画
展
覧
会

 

（
東
京
他
五
都
市
の
美
術
倶
楽
部
に
よ
る
新
作
入
札

 

展
、
54
年
よ
り
五
都
展
。
以
降
、
現
存
作
家
市
場

 

的
指
標
に
）

1
9
5
3
年 

（
有
）
靖
雅
堂
夏
目
美
術
店
に
改
名

1
9
5
4
年 

東
京
美
術
倶
楽
部
再
加
入

1
9
5
8
年 

日
本
洋
画
商
協
同
組
合
発
足

1
9
6
2
年 

書
画
骨
董
の
物
品
税
全
廃

1
9
6
4
年 

東
京
美
術
商
協
同
組
合
主
催「
オ
リ
ン
ピ
ッ

 

ク
記
念 

古
美
術
展
覧
特
別
販
売
会
」

 

（
翌
年
よ
り
東
美
特
別
展
に
）

 

日
本
美
術
品
競
売
株
式
会
社（
J
A
A
）設
立

1
9
6
8
年 

夏
目
勝
死
去

 

夏
目
四
郎
が
代
表
取
締
役
に
就
任

 

文
化
庁
発
足

1
9
6
9
年 

東
京
美
術
倶
楽
部
で
東
京
美
術
商
協
同
組

 

合
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
社
共
催
に
よ
る
日
本

 

初
の
国
際
公
開
オ
ー
ク
シ
ョ
ン（
東
京
美
術
倶

 

楽
部
）、
サ
ザ
ビ
ー
ズ
も
日
本
橋
三
越
で
公
開 

 

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
開
催

 

丸
紅
飯
田
が
美
術
品
輸
入
開
始

 

（
こ
の
頃
よ
り
「
絵
画
ブ
ー
ム
」
と
言
わ
れ
る
）

1
9
7
3
年 

美
術
市
場
の
大
暴
落
（「
絵
画
ブ
ー
ム
」
終
焉
）

1
9
7
4
年 

東
美
入
札
会（
東
京
美
術
商
協
同
組
合
が
誰
で
も

 

参
加
で
き
る
公
開
形
式
の
入
札
会
を
開
催
）
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美
術
店
は
百
貨
店
へ
の
販
路
を
本
格
的
に
広
げ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
交
換
会
が
主
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
し
た
が
、

以
後
は
一
般
の
お
客
様
へ
直
接
作
品
を
届
け
る
よ
う
に
な

り
、活
動
の
幅
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。私
が
店
に
戻
っ

て
か
ら
は
、
百
貨
店
だ
け
で
な
く
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
に
も
力

を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
わ
ゆ
る
「
巨
匠
」
と
呼
ば
れ
る
作
家
や
ス
タ
ー
的
存

在
が
少
な
く
な
っ
た
今
、
次
の
時
代
を
担
う
若
手
を
育
て

て
い
く
こ
と
は
、
美
術
商
の
大
切
な
使
命
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
近
年
は
、平
良
志
季
、北
澤
龍
、丁
子
紅
子
と
い
っ

た
作
家
を
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
や
百
貨
店
の
企
画
展
で
紹
介
し
、

多
く
の
反
響
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
若
い
世
代
の
コ

立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、百
貨
店
に
「
外
販
」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
ほ
ど

で
す
。

　
そ
の
年
、
徳
島
に
は
30
年
ぶ
り
の
大
雪
が
降
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
外
商
の
方
々
と
と
も
に
お
客
様
を
訪
ね
る
と
、

「
よ
く
来
た
ね
」
と
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
右
往
左
往
の
初
仕
事
で

し
た
が
、
作
品
を
ご
購
入
い
た
だ
き
、
美
術
品
に
対
す
る

考
え
方
や
お
客
様
へ
の
向
き
合
い
方
な
ど
、
現
場
で
学
ん

だ
多
く
の
経
験
が
、
今
の
自
分
の
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
代
が
亡
く
な
り
、
父
の
代
と
な
っ
た
頃
か
ら
、
夏
目

レ
ク
タ
ー
は
、
肩
書
や
受
賞
歴
と
い
っ
た
外
的
な
評
価
で

は
な
く
、
自
分
の
感
性
に
響
く
作
品
を
選
ん
で
い
る
。
そ

の
姿
勢
に
触
れ
る
た
び
に
、
私
た
ち
画
商
も
「
こ
う
い
う

作
品
を
届
け
た
い
」
と
い
う
確
か
な
思
い
を
持
つ
こ
と
が
、

何
よ
り
大
切
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
夏
目
美
術
店
は
創
業
95
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
０
０
周
年
ま
で
あ
と
５
年
で

す
が
、「
そ
こ
を
目
指
す
」
と
い
う
よ
り
は
、
一
つ
ひ
と

つ
の
仕
事
に
丁
寧
に
向
き
合
い
、「
気
づ
け
ば
百
年
」
と

い
う
形
が
理
想
で
す
。
同
時
代
を
生
き
る
作
家
や
関
係
者

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
小
さ
な
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

好評を博したアートフェア東京20での丁子紅子展（2024年3月）

なつめ・ひろふみ　
1977年生まれ。2002年ギャラリーぐんじに入社。07年夏目美術店入社。2020
年東京美術青年会理事長（～ 23年1月）。現在、夏目美術店取締役副社長）。

　
私
が
こ
の
業
界
で
修
業
を
始
め
た
の
は
24
歳
の
と
き
。

夏
目
か
ら
独
立
し
た
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ぐ
ん
じ
」
で
、
一
か

ら
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
家
業
を
継
ぐ
よ
う
に

言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
「
自
分
の
好
き

な
仕
事
に
就
け
ば
い
い
」
と
い
う
の
が
親
の
考
え
で
し
た

が
、
心
の
ど
こ
か
で
「
い
つ
か
は
継
ぐ
の
だ
ろ
う
」
と
い

う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
人
で
の
初
仕
事
は
、徳
島
そ
ご
う
で
開
催
さ
れ
た「
棟

方
志
功
展
」
で
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ぐ
ん
じ
と
西
邑
画
廊

の
共
同
企
画
で
、
入
社
し
て
ま
だ
日
も
浅
い
頃
。
右
も
左

も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
ぐ
ん
じ
側
の
担
当
と
し
て
現
場
に

撮影：安達康介

夏目洋史（靖雅堂 夏目美術店 副社長）

小さな努力を、ひとつひとつ──

靖雅堂 夏目美術店95周年記念　
奥田小由女・千住博 二人展
会期 2025年11月11日（火） ～ 21日（金）　日曜休廊
 10時30分～17時30分（土曜11時～16時30分）
会場 靖雅堂 夏目美術店
 東京都千代田区九段南4-8-28
 電話03（3264）6606
 ※11／11（火）作家在廊予定。

1
9
8
0
年 

銀
座
セ
ン
ト
ラ
ル
美
術
館
で
50
周
年
記
念
展

1
9
8
5
年 

店
舗
ビ
ル
落
成

1
9
8
6
年 

前
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
で
円
高
ド
ル
安
が
進
み

 

バ
ブ
ル
景
気
が
始
ま
る

 

現
美
展
（
五
都
展
を
発
展
的
継
承
）

1
9
8
8
年 

政
府
が
ド
ル
減
ら
し
の
一
環
と
し
て
国
立

 

美
術
館
の
約
30
億
円
の
海
外
作
品
特
別
購 

 

入
を
発
表

 

三
越
が
ピ
カ
ソ
「
軽
業
師
と
若
い
道
化
師
」 

 

を
48
億
円
で
落
札
、
西
武
百
貨
店
が
モ
ネ

 

「
睡
蓮
」を
13
億
円
で
落
札（
以
後
、海
外
オ
ー

 

ク
シ
ョ
ン
で
日
本
人
の
高
額
落
札
が
続
く
）

1
9
8
9
年 

昭
和
天
皇
崩
御
、年
号
が
昭
和
か
ら
平
成
に

 

帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
サ
ザ
ビ
ー
ズ

 

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
ピ
カ
ソ「
ピ
エ
レ
ッ
タ
の
婚

 

礼
」
を
日
本
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
が
約
75
億
円

 

で
落
札
（
当
時
歴
代
2
位
の
落
札
価
格
）

 

シ
ン
ワ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
創
業

1
9
9
0
年 

斎
藤
了
英
が
Ｎ
Ｙ
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
オ
ー
ク

 

シ
ョ
ン
で
ゴ
ッ
ホ「
医
師
ガ
シ
ェ
の
肖
像
」
を

 

約
1
2
5
億
円
、サ
ザ
ビ
ー
ズ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

 

で
ル
ノ
ワ
ー
ル
「
ム
ー
ラ
ン
・
ド
・
ラ
・
ギ
ャ

 

レ
ッ
ト
の
舞
踏
会
」
を
約
1
1
8
円
で
各
々

 

落
札（
美
術
市
場
の
バ
ブ
ル
景
気
ピ
ー
ク
に
。
以
後
、

 

急
激
に
景
気
が
冷
え
込
む
）

 

東
京
ア
ー
ト
エ
キ
ス
ポ

 

（
日
本
初
の
国
際
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
）

1
9
9
1
年 

新
社
店
舗
ビ
ル
落
成

 

美
術
商
所
得
申
告
第
一
位
と
な
る

1
9
9
2
年 

株
式
会
社
に
組
織
変
更

 
NICAF YOKOHAM

A

（
横
浜
を
舞
台
に
し
た
国
際

 
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
、
97
年
よ
り
東
京
に
会
場
を
移
す
）

1
9
9
9
年 

東
美
ア
ー
ト
フ
ェ
ア

2
0
0
1
年 

「
伝
統
か
ら
の
創
造　

21
世
紀
展
」

 

（
現
美
展
を
発
展
的
継
承
）

 

毎
日
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
創
業

2
0
0
5
年 

ア
ー
ト
フ
ェ
ア
東
京
（NICAF

を
発
展
的
継
承
）

2
0
0
6
年 

夏
目
四
郎
死
去

 

夏
目
進
が
代
表
取
締
役
に
就
任

2
0
1
1
年 

千
束
会
創
業
80
周
年
記
念
大
会

2
0
1
5
年 

千
束
会
創
業
85
周
年
記
念
大
会

2
0
1
6
年　
「
創
と
造
」（「
21
世
紀
展
の
発
展
的
継
承
」）

2
0
2
3
年　

Tokyo Gendai

 

（
日
本
初
、
海
外
資
本
の
国
際
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
）

靖雅堂 夏目美術店
創業95周年記念

次なる100年をめざして
特別リレー・インタビュー


